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【１】　　序 論

2011年3月11日に発生した東日本大震災以降、製造業のサプラ
イチェーンは麻痺状態に陥ってしまった。さらに急激な円高が追
い討ちをかけ、製造業全体に、海外へ工場進出することでリスク
分散とビジネスリスクの軽減を図る機運が高まってきた。しかし
ながら、一方ではタイの洪水被害がタイ以外の工場が停止する事
態にまで発展するなど、海外に進出したことが原因で、サプライ
チェーンが崩壊する事態となった。2011年は、海外への進出圧力
と進出リスクの両方が顕在化した年となったのだ。

1980年以降、自動車・ハイテクなどの大企業が工場や販売拠
点、購買拠点などを海外に展開している。これらの企業は、新し
い拠点を設置する際に、既に確立された方法論・プロジェクトス
キームを保有しており、各社の事業特性に合わせたツールも作成
済みである。しかし今後、海外に初進出する企業の多くは中小の
製造業であろう。これらの企業には、進出に対するノウハウも、
対応可能な人材も十分ではなく、進出リスクは高い。そこで、本
研究は、海外進出を検討する中小製造業に焦点をあてて、リスク
を軽減した実現可能な進出計画作成の支援となるスキームとツー
ルを提案することを目標とした。

本提案の特徴は、大企業が採用している「ウォーターフォー
ル型」の進出検討プロジェクトを参考にしつつ、経験に乏しいプ
ロジェクトメンバーにも実践的で、徐々に用件や制約条件をクリ
アして計画立案を進められる「スパイラルアプローチ」の手法を
採っている点である。また、人・モノ・カネ・情報等の経営資源
に係るリスクをどう回避するかの視点から計画の改善を試行錯誤
して繰り返す、理解しやすい手法を採用した点も特徴の一つであ
る。

【２】　　現状の海外進出検討プロセス

多くの事例によると、海外進出の進め方は「進出検討」と、
実際に事業を立ち上げる「海外展開」の2つのプロセスに分けて
説明されている。一般的に利用されているプロセスの全体観は図
表１の通りである。

特に後半の海外進出－グローバル競争対応までに関しては、
多くの著作物も出版されており、公的な支援制度も存在してい
る。しかし、企業が事業計画を成功させるためには、初期段階の
検討内容が大きく左右することを見逃すわけにはいかない。本研
究では初期段階の検討を重視し、海外進出検討プロジェクトがス
タートするところから、その妥当性を検証し、進出をトップマネ
ジメントが承認するまでのプロセスを図表２にまとめた。

このプロセスでは、手戻りが発生しやすい箇所が複数存在し
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ており、リーダーまたはコンサルタントに十分な経験と情報が必
要となる。

【３】　　中小企業のための進出検討プロセスとツール

１．検討プロセス
海外進出検討プロセスの手戻りを少なく完成度の高い検討内

容を導き出すため、手戻りの原因になりやすい作業と、実際に手
戻りを起こしやすい作業を抽出、その間を繰り返し入力になる前
提条件を変えながら、検討を進めるスパイラルプロセスを提案す
る。（図表３）１周するたびに、チェックリストによるプロジェ
クト成果をレビューし、次のステップへの進行の可否判定に参考
となるよう設計した。

スパイラル１では、パートナー企業を検討するためには進出
先（少なくとも進出する国）を決める必要がある。もし現地にて
進出先候補を決める場合にも、パートナー候補企業を訪問するこ
とにより裏付けされた調査結果を得ることができる。しかしプロ
ジェクトメンバーに経験者が少ない場合、調査に十分な時間をか
けても見逃しが発覚して手戻りが発生する可能性が高い。そこで
国内での進出先調査から手戻りが発生する現地調査までのステッ
プはアウトプットを仮決め扱いとし、短期間で業務フローを周回
することにより業務品質を高めて手戻りを防ぐことができる。ス
パイラル２では、進出地域の選定ステップで発生する手戻りは、
資金繰り・資本の検討ステップや、工場建設・運営の基本要素の
設定時の決定内容が原因になることが多いため、これらを含む業
務フローをスパイラル化する。両スパイラルとも、２周目以降は
最初に検討ステップとチェックリストの通過基準を見直す。

２．チェックリスト
①チェックリストの導入目的 
　前項で示したスパイラルプロセスから次のプロセスに進行
する条件設定やプロジェクトの途中経過を評価するために、
チェックリストの作成を提案する。ベースラインとして、プロ
ジェクトのメンバーかコンサルタントのような第三者、もしく
はＰＭＯや本社マネジメント部門などの社員がチェックを行
う。また、インダストリの特性や進出先の特性を考慮に入れ
て、プロジェクトメンバーがチェック項目を新たに追加する必
要がある。
②チェックリストの構成法
　チェックリストは大項目、中項目、小項目の３階層で構成さ
れている。リストは企業の資源と戦略を左右するリスクを機軸
として検討を進めるために、人・モノ・カネ・情報・進出先特
性・巨大リスクの６種類用意した。大項目はチェック内容の分
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類、中項目には評価の対象、小項目が具体的な質問内容にな
る。今回は最下層の質問を230問用意した。サンプルを図表４
に記す。
③チェックリストでの視点
ａ．人
－グローバル人材

　海外進出で現地の人材を雇用するに当たって、進出前か
ら海外のビジネスに適合した人材を養成する必要がある。
そのためには、外国語のみならず海外の生活習慣やビジネ
スの慣習の相違点を理解する人材を育成する必要がある。
また、このような人材を評価するための新たな基準も準備
することが望ましい。さらに、海外の事情に精通した帰国
子女や留学生を雇用する企業も増えている。なかでも現地
出身の在日者や現地人材を早期に採用するのも有効であ
る。この場合、異なる文化を持った社員を新たに受け入れ
るために、教育制度・福利厚生など多面的に受け入れ態勢
を見直す必要がある。

－キーパーソン
進出検討プロジェクトが立ち上がると、現地との種々の交
渉が始め、プロジェクトをリードする人材が必要となる。
また、進出が決定すると現地に赴任して操業を立ち上げる
ための人材を必要とする。まずは人材を育成・選定する必
要がある。ＪＥＴＲＯでは、キーパーソンに必要な資質と
して以下の3点をあげている。
　○現地人とのコミュニケーション能力（互角力も含む）
　○積極性・主体性
　○異文化に対する理解

ｂ．モノ
－生産品目の決定

　同件は、国内の既存工場との住み分け以外にも、海外な
らではの強みと弱みを加味した判断が必要となる。まず
は、原価や通貨の動向などの価格競争力、生産能力や技術
についても競合と比較する必要がある。また、安全性や環
境への配慮を理由とする現地の規制等により、利用する材
質や加工方法などの技術情報の公開を要求されるケースも
多い。さらに生産効率を向上するために、技術移転が必要
なケースも想定して、技術流出のリスクを加味する必要が
ある。

－物流・搬送上の環境対策・安全対策
　日本国内では想像しがたいことであるが、海外では物流
規制も頻繁に変更され、自治体別に全く異なる規制が同一
国内に同居するケースもある。特に安全性や環境問題を楯
にした規制は、逃れるすべが無いので、その動向を常にモ
ニターするためのスキームが必要である。

－共通化・部材・設備
　進出の前提条件として、部材や設備等の自社技術を共通
化するための取り組みが必要になる。これは、進出後に現
地の部材を使うことも考える必要があるためであり、一見
矛盾した用件に見えるが、共通化作業を進めるために必要
な技術情報の管理手法が、現地部材との差異の明確化を可
能にして、精緻なコスト管理・品質管理だけでなく、技術
管理機能を日本に集約化することが可能になる。

ｃ．カネ
－資金調達・現地機関からの調達

　現地での資金決済などのローカルなオペレーションに
は、現地の銀行との関係を強化して行く必要がある。中小
企業研究機構の報告では、海外に積極的に進出している企
業ほど、現地金融機関からの借り入れる割合が高い。国内
で取引関係にある銀行等から紹介を受けているケースが多
い。国際協力銀行（ＪＢＩＣ）などの公的機関からの借り
入れについては、条件を十分に調べる必要がある。

－操業費用・物的資源
　海外では、日本とは全く異なる方法で課税されるケース
がある。ことさら物流に関連した関税は、現地に進出した
日本企業を困惑させている。例えば州をまたいで原材料を
運ぶ場合に関税が発生する場合がある。また、操業が本格
化すると設備のメインテナンスも必要になる。日本と同じ
設備を利用しても、現地で同じ費用でメインテナンスを受
けられないケースが多々ある。それ以外の水、電気、ガス
などのユーティリティも変動要素が大きいため、製品原価
に大きなインパクトを与えるリスクは、日本より格段に高
く、進出前に変動範囲や発生ケースを入念に調査しておく
必要がある。

ｄ．情報
－ＩＴ・通信・ＩＴ要件

　昨今、海外進出企業間で大きな問題になっているのが、
技術やノウハウの流出である。これは、現地での生産を円
滑に進めるためには、ある程度の機密情報の公開はやむを
得ないが、それらが人やドキュメントと一緒に流出してし
まう矛盾を、進出企業が乗り越えられないことに起因して
いる。そのためには、以下の情報管理が必要になる。

○情報はきめ細かく管理して、必要な時に、必要な人に
のみ公開する。

○上記の対象者であっても、必要のない時は見せない。
○公開が必要な情報は、極力ドキュメントとして一括し

て供与するのではなく、データとして必要なものだけ
公開する。

　当初は表計算のような簡単なＩＴから試行をはじめ、要
件が固まったところで本格的なＩＴ導入に進めて行く。従
業員に情報管理の考え方を根付かせるには時間がかかるた
め、海外進出が決まる前から着手するのが望ましい。ただ
し、遠隔地間で情報を統合し、セキュリティを勘案して適
切に共有する必要があるため、最終的にはサーバーを利用
したＩＴインフラが必要になる。ただし、ＩＴ構築の費用
や人材に課題がある場合は、同じ目的意識を持つ他社と共
同構築したり、クラウドサービスを活用する。

－知財管理・知財流出回避管理
　中国での知財流出事故が後を絶たない。これは、どこま
でが自社の知財なのかを明文化していないことと、国家の
強制力が事態を複雑化させている。進出する前に、自社に
どのような知財が存在するのかを把握した上、ＩＴを金庫
代わりにして、必要に応じて出し入れできるように、日ご
ろから習慣付けておく必要がある。また、最悪の事態に備
えて、保険等へのリスク移転を検討する必要がある。最近
では公的支援も制度化されつつあり、カバーできる範囲を
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予め調査しておく必要がある。
④チェックリストの具体的なチェック項目事例
　人・モノ・カネ・情報・進出先特性・巨大リスクの各
チェックリストには、以下の内容を留意した質問を用意し
た。
ａ．人
－グローバル人材の育成状況について
　例）急遽、連絡先を頼りに現地に訪問できますか？
－グローバル人材の管理（経営体制連携を含む）方法の確立状

況について
　例）グローバル人材の評価基準を設定していますか？
－人事組織・制度のグローバル化対応度について
　例）外国籍の人材を受け入れる制度はありますか？
－現地採用人材の採用方法の確立状況について
　例）現地での採用基準を確立していますか？
－キーパーソン選定方法の確立状況について
　例）赴任者の職務、人材像、人数を考慮していますか
－現地人材情報の把握状況について
　例）国内で現地の労働事情を調査していますか？
－現地での労務管理方法の確立状況について
　例）現地人材の定着を考慮していますか？
－現地労働関連法規の調査状況について

例）現地の労働関連の法を勘案した就業規則を定める予定
ですか？

ｂ．モノ
－現地のユーティリティ（電力、水道等）や物流（空港、空

港、道路等）インフラについての調査状況について
　例）空輸需要に対する空港へのアクセスは良好ですか？
－現地での生産品目と生産量の特定状況
　例）適切な方法で需要を推定していますか？
－工場の設備関連事項及び用地に関連事項の確立状況

例）電気、水、ガスは十分かつ安定して供給され得ます
か？

－現地での部品・部材の調達経路ならびに代替調達経路の確立
状況

　例）代替原材料情報を集中管理していますか？
－各製造工程の役割とパートナーを含む他工程との役割分担の

確立状況　例）
　例）製造工程の内作か外作かを明確にしていますか？
－部品・部材・製品の物流経路及びその代替経路の確立状況
　例）自社搬送か物流業者委託かを検討していますか？
－物流上の環境対策・安全対策の確立状況

例）物流業者の搬送での貨物盗難、異物混入に注意してい
ますか？

－従業員・外来者の導線確保状況
　例）外来者の安全、秘工程非開示を考慮していますか？
－現地の部材・部品使用のための準備状況
　例）設備の共用化を進めていますか？
－現地市場調査状況とそのニーズに適合した製品の準備状況

例）原材料の仕入れ状況に合わせた変更を考慮しています
か？

－海外進出準備のための部品・部材の共通化状況
　例）部品・部材の共通化を進めていますか

－現地の環境・品質関連規制の調査状況
例）製造過程で生じる廃棄物に特定有害な物質はありませ

んか？
－技術流出を防止するための設備や部材・部品などのブラック

ボックス化準備状況
例）工作機械の秘技術部分はブラックボックス化されます

か？
ｃ．カネ
－独資・合資の進出形態の確立状況
　例）進出先国が認める会社の運営形態を調査しましたか？
－国内・現地金融機関からの資金調達の有無や借り入れ条件の

確立状況
　例）現地の与信上限規制を考慮しましたか？
－現地での調達費用や関税を含む物流費用等の操業費用の見積

もり状況
　例）輸入原材料への関税を考慮していますか？
－現地従業員の給与や福利厚生、各保険費用の見積もり状況
　例）賃金体系は現地の法や規則に準拠していますか？
－売掛金や取引先の信用管理方法の調査状況

例）信用供与先の財政状況を把握する方法を確立していま
すか？

－法人税等の見積もり状況
　例）現地の法人税制を正しく理解していますか？
ｄ．情報
－通信インフラやデータセンターの調査状況

例）電子データ量に適合するデータセンターは確保されま
すか？

－自社システムの海外取引対応状況とメインテナンスの容易性
　例）海外言語・通貨・時差に対応していますか？
－社内のＩＴリテラシー

例）業務遂行に必要なＩＴリテラシーを確保・維持できま
すか？

－システムのセキュリティ確立状況
　例）アクセス権管理を一元化していますか？
－Web会議やWebメールなどシステムの事業所分散化対策
　例）遠隔会議システムを運用していますか？
－暗号化等の現地政府の情報通信に関連する規制対応状況
　例）電波等電気通信関連の現地規制？
－機密情報の漏洩対策状況

例）コピー済の紙やプリント済用紙の放置対策は実施して
いますか？

－海外進出に伴い範囲が拡大するステークホルダーとのコ
ミュニケーション方法の確立状況
例）本社及び進出先とすべての関係者とのコミュニケー

ションの仕組みを確立していますか？
－社内で保有する知財の認識と流出回避対策の確立状況
　例）知財の重要度を適格に設定していますか？
ｅ．進出先特性
－進出先の国情・企業環境・顧客特性等の調査状況

例）進出先での自社の強み・弱み・事業機会を理解してい
ますか？

ｆ．巨大リスク
－戦争や急な制度の変更などのカントリーリスクへの対応状況
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例）輸入制限・禁止に対するリスク移転の方法を確立しま
したか？

－契約先の経営不振に関連する信用リスクへの対応状況
例）契約相手方の破産に対するリスク移転の方法を確立し

ましたか？
－為替リスクへの対応状況
　例）外国為替レートの変動リスク対策を確立しましたか？

３．ＫＰＩの導入
近年の企業経営では、企業目標の達成に向け、しばしばＫＧ

Ｉ（Key Goal Indicator：重要目標達成指標）、ＣＳＦ（Critical 
Success Factor：重要成功要因）、ＫＰＩ（Key Performance 
Indicator：重要業績達成指標）が使われる。ＫＧＩは経営目標
設定、ＣＳＦはＫＧＩ達成のための要因分析、ＫＰＩはＣＳＦの
達成度測定の役割を果たす。

本研究では、リスクを極力軽減して海外進出を果たすべく、
進出検討過程での人、モノ、カネ、情報等へのリスク考慮状況を
極力数値的に評価するために、ＫＰＩを導入することとする。

①ＫＰＩの位置付け
　通常、企業目標の達成に向け、ＫＰＩは数値表現により組織
や個人の業績評価を行うものとして、その達成・未達成の要因
を分析できるよう留意される。本研究でも、このアナロジー
で、ＫＰＩを海外進出の実現に向けて適切にリスクへの対策あ
るいは配慮を行ないつつ進出検討が実施され、進出リスク対策
の良否が判断できるツールと位置づけることとする。
②ＫＰＩの設計
　企業経営では、組織の業績評価を財務管理的な数値を中心に
行なう場合が多い。しかし、海外では、治安、政治、経済状
況、文化、法、規制、商習慣、企業経営など国内とは様々な事
情の違いがあり、それらが現地事業の潜在リスクとなる。
　ＫＰＩの設計は実績評価対象が金額、率、件数、期日など
の数値で計測可能な資源や活動に対しては比較的容易である
が、情勢や人・モノ・情報などの無形的な属性を持つものが対
象となる場合には抽象的にならいよう適切な数値を設定するよ
う留意する必要がある。
③ＫＰＩ設定の前提
　ＫＰＩは海外進出検討の過程で、経験や勘などにより思いつ
くままリスクを挙げ、その対策の実施状況の指標として単に設
定するものではない。ＫＰＩ設定は経営目標を定量的に明確化
し、その目標を達成する手段に潜むリスクへの備えを列挙して
おくことを前提として行なう。それにより、経営目標の実現に
向けた説得性のある設定が可能となる。
　本研究では、海外進出計画書に掲げられた経営目標が、
チェックリストの大項目および中項目で示す内容に適する進出
目標意識に分解され（ＫＧＩ）、さらにその目標実現に向けた
活動に潜むリスクへの対応手段としての小項目の質問（ＣＳ
Ｆ）に関連してＫＰＩが設定されるものとする。
　なお、一般には進出目標は経営者による指導および承認
が、成功要因には事業部門長などの指導および承認が伴う。
④ＫＰＩの設定事例
　ＫＰＩの設定では、数値化を慎重に行なわなければならない
ケースに留意が必要である。例えば、パートナー企業や取引
先の信用性、現地での自社の知名度、現地人材の教育水準、進

出国の政治や経済の安定性、進出国の規制の度合い、現地への
自社の貢献度、社員の教育機会、社員のナレッジが挙げられ
る。
　以下に、ＫＰＩ設定の事例を掲げる。
ａ．経営目標：‘モノ’資源と関連し、特定生産品目を現地生

産して『生産費用を15%削減』
　　価格競争力の強化のために、生産品を特定し、新興国生産

に切替えて生産費用を抑える。
　　生産品の決定過程で、以下の点で、リスク対応を重点的に

考慮することにした。
　　・現地生産品の特定方針の明確性
　　・特定生産品の現地での競合優位性
　　・技術公開の必要性と公開範囲
　　この点に直結して、以下の通りＫＰＩを設定した。
　　目標： 生産費用削減
　　成功要因：生産品特定基準の明確性、競合優位性、公開義

務の書面化
　　ＫＰＩ： 進出目的との合致率、現地調査結果（アン

ケート回答など）、公開要点の記述率
　　また、生産量の決定過程で、以下の点で、リスク対応を重

点的に考慮することにした。
　　・需要推定の適切性
　　・産量に必要な体力
　この点に直結して、以下の通りＫＰＩを設定した。
　　目標： 需要に見合う生産力確保
　　成功要因： 需要推定計算の明確性、資源投入量推定の合理性
　　ＫＰＩ： 市場調査結果（例：アンケート回答率）、生

産量に対する資源の投入率
ｂ．経営目標：‘モノ’資源と関連し、原材料・部品の『調達

費用低減および安定調達確保』
　　同等品質の原材料・部品を探し、現地調達を促進し生産原

価を下げる。
　　現地調達の促進活動につき、以下の点で、リスク対応を重

点的に考慮することにした。
　　・現地調達の情報入手と活動性
　この点に直結して、以下の通りＫＰＩを設定した。
　　目標： 調達費用低減
　　成功要因：品質の信頼性情報、現地サプライヤとの合意
　　ＫＰＩ： 歩留、サプライヤの評判（経営内容）、納入

義務の書面での明確度
　　また、安定調達の継続性につき、以下の点で、リスク対応

を重点的に考慮することにした。
　　・他国からの輸入規制の対応
　　・一次サプライヤからの安定確保
　　・二次以降サプライヤの一元把握
　　・サプライヤの分散
　この点に直結して、以下の通りＫＰＩを設定した。
　　目標： 調達量不足、調達不能の回避
　　成功要因： 輸入規則確認、サプライヤとの安定供給交

渉、サプライヤ情報管理、サプライヤ分散
　　ＫＰＩ： 日本あるいは他国からの輸入規制の有無、安

定供給サプライヤの数、サプライヤとの基本
契約書での明確化、二次以降サプライヤの数
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と各々の供給力、代替品検討活動実績
ｃ．経営目標：‘人’資源と関連し、現地立ち上げ時の『経営

計画に適合する要員の配置』
　　初期経営計画の達成に相応しい経営管理者、運営管理者を

配置する。
　　現地での経営・運営要件に叶う人材要件の選定と配置につ

き、以下の点で、リスク対応を重点的に考慮することにし
た。

　　・キーパーソンの職務、資質、知識の明確化
　　・現地の経営・運営勘のある人材の登用
　　・事業運営特質に合う現地人材の採用
　この点に直結して、以下の通りＫＰＩを設定した。
　　目標： 初期経営計画達成に適合する要員配置
　　成功要因： 経営計画・事業特質に合うキーパーソンの選

定、現地での事業運営勘の高い人材の採用
　　ＫＰＩ： キーパーソン要件の書面での明確度、キー

パーソンに求める人材の採用率、事業運営要
件を備えた経験者、現地人材の採用率

４．ユースケース
海外進出を検討中の産業用機械のコンポーネントを製造する

Ａ社について、以下の条件で、スパイラル１のフローの流れをス
タディーしてみる。（図表５）

Ａ社は、経営幹部からＡＳＥＡＮ各国での産業機械受注量の
増加を見込み、同市場への工場進出を検討することになった。タ
イからギアボックスの歯車のサプライヤがパートナー候補として
名乗りが上がった。そこで、与信の問題が少なそうなうえ、歯車
の供給が期待できるタイを進出先の候補とした。

パートナーやタイの国情について一通りの調査を済ませ、現
地での調査を行いチェックリストのカネ、モノ、進出先特性を利
用して候補地になりそうな地域につき検証した。結果として、電
力の供給が安定化していないため、工作機械や鋳造炉が安定操業
できない可能性があり、パートナー候補も製品の精度がＡ社の受
け入れ基準をクリアするには時間がかかることがわかった。ここ
で、スパイラルの２周目に入る。マレーシアから機械コンポーネ
ントの販社がパートナー候補として名乗りを上げてきた。早速マ
レーシアの国情について急いで調査を進め、現地調査の結果を元
に同じチェックリストを用いて検討したところ、モノでは、歯車
を日本国内の工場で製造して現地に運んでも物流費が安く済む。
カネでは、現地政府の支援策が適用可能で、初期投資費用が大幅
に低減できることがわかった。ここで重要なのは、海外進出検討
作業のように、前のステップのアプトプットが以降のステップの
結果を大きく左右する場合は、ステップ毎に厳重な調査を実施し
て一つずつ決めごとを行うのではなく、仮の答えを置きながら繰
り返し検討作業を進めるほうが、短時間で正しい答えを引き出せ
る可能性が高いことである。

【４】　　結　論

本研究は、初年度に企業の海外進出を多面的に分析した結
果、進出を目指す企業に役に立つ成果を挙げるためには、インダ
ストリを絞り込む必要性があると痛感したことに端を発する。そ
のため、２年目を向かえるにあたり、中小の製造業に焦点を絞り
込むことを決意した。研究を進めてゆくなかで、海外進出計画が

トップマネジメントに承認された後の作業事例や支援制度は既に
多数存在しているが、検討→検証段階での事例紹介やツールが極
めて少ないことに気がつき、そこに着目した。なかでも、検討プ
ロセスの少ない事例を見ると、すべて一方向のウォーターフォー
ル型のプロジェクトで提案されており、短期間に期待される成果
を挙げるには、多大な経験と知識を必要とすることが読み取れ
る。

本研究では、決断内容が手戻りを招く可能性のあるプロセス
を中心に、徐々に決定内容の精度を高められる部分的なスパイラ
ル型プロセスを提案している。また、その成果を評価するための
チェックリスト、さらに、同じプロセスの再実行／次プロセスへ
の前進を判定したり、成果とプロジェクト目標のギャップを評価
するためのＫＰＩを作成し、提案することができた。

今後は、既に進出済みの企業や、検討中の企業からフィード
バックを得ながら、より完成度の高いツール提供を目指したい。

【５】　　今後の予定

研究を進めるにあたり、専門家や進出経験企業からの声を集
め、チェックリストの妥当性や、検討プロセス等のフィードバッ
クを得ることを目論んだが、資金や物流など特定分野に特化した
専門家が多く、人・モノ・カネ・情報を切り口として広く製造業
でボトムラインとして利用できる成果物を目指すにも、チェック
リストやＫＰＩに包括性と深さの双方が必要であることがわかっ
た。そこで、今年度の研究では、サブインダストリの特性に依存
する業務領域や用件を排除しつつ、専門家が見てもボトムライン
として検討価値が訴求できる、検討プロセス、チェックリスト、
ＫＰＩのドラフトを作り上げることに集中することにした。今後
は、この成果物を元に以下の手順でより完成度の高い研究内容に
仕上げる予定である。

１．専門家および進出経験者のレビューを受ける。
２．上記の結果に従い、内容を更新・改善する。
３．特定インダストリ向けに特化したバージョンを作成し

て、カバーする業務領域の広さと深さの双方を充実させ
る。

上記の実現を目指し、本研究を次年度以降も継続して進めて
行きたい。
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